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２０２６（令和８）年度 事業計画        ゆいのもり福祉協会 法人本部                    

理事長…田中 彰  理事7名 評議員７名 監事２名  相談役 浅川 勤 

◆重点目標 ①「障がいのある方々が地域で自分らしく安心して暮らし、安心して働ける、温かい地

域作りをしていきます。」という理念のもと、利用者、家族、社会のニーズに柔軟に応えていく。

同時に、職員一人ひとりが働き甲斐をもって働き、能力を伸ばしていける職場を目指す。全てにお

いて、「とにかくやってみる」精神を大切にして行動していく。 

②法人経営では新体制に移行していくにあたり、ゆいのもりのチャレンジ精神を次世代に浸透さ

せていく。 

 

項 目 内   容 

中期計画 第3次中期計画 2024～2026 ３年目 

サービス 

向上 

１．グループ活動、レクリエイション活動の充実 （メンバー自治活動、スポーツ、広報、

もちつき、食事作り等）  

２．就労系事業の充実 （共通：工賃アップの可能性を探る、食工房：パン事業の品質維持、

つつじ：あいぽっく清掃に代わる作業の安定化、わかば：スタッフ入れ替わり後の軽作業

安定化） 

３．就労支援の継続、情報収集（B型からでも就労者を輩出し続ける） 

４．グループホームユニット増設および春風建物土地の購入準備 

５．作業活動の安全管理 （食品の安全衛生、清掃・除草作業の安全管理の徹底） 

安定経営 

１． 補助金申請の情報収集とその共有を行い、一緒に取り組む。 

（処遇改善・居住支援） （田中） 

２． 第三者評価の受審（食工房・つつじ・わかば） 

３． 会計と給与計算 安藤税理士事務所との連携に習熟する。（月1回の会計会議） 

４． 資金作り 事業展開のための積立の継続 

５． 危機対応 虐待防止、業務継続計画と感染症対策の定期的研修と訓練 （半田・田中・

浅川） 

人財育成・

教育 

１．職場環境懇談会 懇談会継続と前年度提案されたことに取り組む  

２．待遇改善 ①福利厚生制度導入後の効果検討 （法人事務局会）  

②職務基準の見直しと給与体系の見直し（嘱託職員） 

３．教育  

①法人主催研修 虐待防止と感染症 ②研修委員会主催研修（日向）③合職の活性化 ミ

ニ協議の継続（自由なテーマ。毎回一人ずつ１５分以内で話す） 

４．職員体制づくり 適材適所な配置。3～7年での異動。評価を軸にやりがいのある職場

をつくる。  

その他 

１．カーボンニュートラルを目指し「地球温暖化を防ぐ行動基準」を法人活動に反映する。 

２．情報公開 当法人のイメージアップと課題を自覚するために、ホームページにて次の情

報を公開する。 働き方データ（平均時間外労働、勤続年数、有給休暇取得状況、育休取

得状況、出産数、役員・職員の女性比率）  

３．活動報告会 活動中の姿を見学する形式で実施 ⇒ 従来の集合形式を検討 

４．美化 施設内の整理整頓と清掃を心がける。 （全職員） 

５．今期中長期計画の総括、次期中長期計画の策定 
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◆法人本部業務 

１． 理事会・評議員会業務 

・理事会  6月事業報告・決算（・次期役員案、理事長選定）  12月上半期収支点検  3月事業計

画・予算 

・評議員会 6月決算・事業報告と事業計画・予算（・次期役員選任） 

２． 法人全体事務のとりまとめ 社会保険事務(社保・労働保、36 協定、産休育休) 、保険(賠償責任・傷

害・車両)の取りまとめ、会計/積立と共通経費、給与振込、納税、退職共済手続き、労働者名簿管理 

３． 理念、中期計画、中長期修繕計画と積立計画、規程類の見直しと管理、福祉を取り巻く情報収集 

４． 職員交流、人財育成、教育、職員採用事務 

５． 指導検査と福祉サービス第三者評価による事業点検 

６． 関係団体への参加 ①昭島市障害者（児）福祉ネットワークと精神部会 ②昭島市自立支援推進協議

会および地域支援協議会部会 ③じゅさんれん・東社協精神保健福祉連絡会 ④セルプ 

７． 情報発信（活動報告会・法人通信発行・事業所単位での通信発行とインスタグラム・ホームページ更

新） 

８． 賛助会事務 グループホームと共同で行う 

９． 虐待防止の取組 研修、虐待防止委員会開催、全職員対象のアンケート調査実施、苦情解決制度 

１０． 経営状況管理（収益の状況、将来のための積立継続、借金が多すぎないか、職員数は適正か）  

１１． IT環境の保守管理、IT機器・アプリの導入 

１２． 財務諸表等電子開示システム入力、社会福祉充実計画作成、WAM情報公開システム更新 

 

●運営上の留意すること 

［環境編］１．無駄に使えるお金があること ⇒事業にしっかり充当できる資金があり、それを職員が使える

という実感を持つこと ２．やらされる状況ではなく、自分で計画し選択できる権利があること、人を動かし

て協働できる権利を持っていること ⇒考え・企画を披露する場がある。それを実行できる。３．しているこ

とが価値あるものと思われていること、大事にされていること⇒肯定的な評価が伝えられていること ４．社

会的つながりがあること（仲間がいること、先輩後輩がいて伝統の中にいる感覚） ⇒組織が一定規模を持つ

こと、引継ぎがあること 

［個人編］５．知識によって問題がわかる。知識は人を孤独から救う。 ６．愚痴れる、相談できる人・上司

がいる。７．一人になれる時間がある。ケアから離れていられる。代わってもらえる。 ８．みんなで心配し

みんなで見守ること ９．聞くためには聞いてもらう必要がある。 

 ※東畑開人 「こころのケア入門」より浅川・田中が一部改訂 

 

●参考資料 2025年5月6日 日経新聞14面 Analysis 人口構造変化に遅れた対応 柴田悠 京都大学教授 

・高い生産性➡労働時間は8時間以内、睡眠は7時間以上 

・労働者から選ばれる企業、やりがいを感じる企業➡仕事と生活の両立、定時退社、休み取得（フレックスタ

イム・時間単位有給・祝日夏期休暇年末年始の代わりに選んで休めるフレックス休暇） 


